
� 問題と目的

生涯を通して４人に一人が何らかの精神

障害を経験するが，経験していた者のうち

こころの健康に関する受診や相談歴があっ

たのは約３０％と少ない（川上，２００７）。ま

た青年期は自我同一性を獲得することが課

題となり，共感性の発達においても情動の

原因や結果，情動の関係などについて理解

できるようにつれて次第に複雑化する

（Hoffman，２００１）。このような重要な時期

にある学生の問題を放置することは学業達

成やウェルビーイングに悪影響があり，長
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要 約

本研究の目的はカウンセリングへの被援助志向性と共感性，ソーシャルサポートの関連

について明らかとすることである。A女子大学の学生に質問紙を配布し，そのうちの４０８名

を対象に分析を行った。質問紙には�フェイスシート�大学生用ソーシャルサポート尺度
�被援助志向性尺度�援助要請スタイル尺度�多次元共感性尺度を用いた。重回帰分析か
らカウンセラーへの被援助志向性は家族への被援助志向性の下位尺度の「家族への被援助

に対する懸念や抵抗感の低さ」と友人への被援助志向性の下位尺度の「友人への被援助態

度に対する肯定的態度」に正の影響を受けていた。共分散構造分析から家族への被援助志

向性と家族のソーシャルサポートが友人やカウンセラーへの被援助志向性に正の影響があ

る。このモデルでは共感性の下位尺度の「他者指向的反応」と「視点取得」が家族・友

人・カウンセラーへの被援助志向性に影響を与えていた。本研究から共感性の「他者指向

的反応」と「視点取得」が被援助志向性を高める。家族への被援助志向性と家族のソーシ

ャルサポートがカウンセラーを含めた援助者に援助を求めることの基盤となる可能性があ

ることが示された。

【Key Word】カウンセリング 被援助志向性 共感性 ソーシャルサポート 女子大学生
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期の不調につながるため早期に適切なケア

を求めることが重要となる。カウンセリン

グは心身の問題を扱う専門的な援助の営み

であり，受けやすくすることで心身の健康

や予防につながる。そのため本研究ではカ

ウンセラーへの被援助志向性に着目した。

カウンセリングとは，「言語的および非

言語的コミュニケーションを通じて行動の

変容を試みる人間関係」（國分，２０００）で

ある。また，カウンセリングは社会的にも

認められつつあり，２００１年に「スクールカ

ウンセラー活用事業補助」へと制度化，２０１３

年には２０３１０箇所の学校にスクールカウン

セラーが派遣されている（文部科学省，

２０１８）。

被 援 助 志 向 性（help―seeking prefer-

ence）とは，「個人が，情緒的，行動的問

題および現実生活における中心的な問題

で，援助者を求めるかどうかの認知的な枠

組み」（水野・石隈，１９９９）である。また，

水野・石隈（１９９９）は，カウンセラーへの

被援助志向性に関連する要因についての研

究を以下の４領域にまとめている。（１）

性差，年齢などのデモグラフィック要因と

の関連；女性の方が被援助志向性が高い，

若者と高齢者は中高年に比べてメンタルヘ

ルスサービスを受けない。（２）ソーシャ

ルサポート，事前の援助体験などのネット

ワーク変数との関連；専門家に援助を求め

る人はソーシャルサポートが少ない，過去

に専門家に援助を求めたことがあるや，知

り合いがメンタルヘルスに従事するなどメ

ンタルヘルスサービスの事前接触があるほ

ど援助を求める。（３）自尊心，自己開示

などパーソナリティ変数との関連；自尊心

が低い人ほど援助を求めやすい，自己開示

する人ほど被援助志向性が高い。（４）個

人が抱えている問題の深刻さ，症状との関

連；抱えている問題が大きいほど援助を求

める可能性がある。

ソーシャルサポートは，周囲のあたたか

な反応や周囲が専門家を探す手伝いをする

ため（Starzynski et al.,２００７），家族や友人

サポートがカウンセラーへの被援助志向性

の促進につながる（水野，２０１７）などソー

シャルサポートが被援助志向性を高めると

いった研究もある。その一方で，永井

（２０１０）は悩みの程度や自尊感情がカウン

セラーへの被援助志向性に正の影響がある

が，友人サポートがカウンセラーへの被援

助志向性に負の影響があると報告してい

る。以上のようにソーシャルサポートがカ

ウンセラーへの被援助志向性にどのように

影響するかについて意見が分かれている。

島田・高木（１９９４）は共感性の高い人は

相手と同じ立場に立つと言った側面から援

助者に対する遠慮が働くため，援助を求め

ずかえって問題を大きくすると考えた。す

なわち，共感性は被援助志向性を抑制する

と推測した。共感性が高く，他者に対して

敏感すぎるために必要以上に苦しむことに

なり苦痛のことを意図的に人に伝えずにい

ることがある（Larochette et al,２００６）。し

かしながら，共感性は援助行動を動機づけ

る（Schaller & Cialdini,１９８８）と，援助行動

を促すものとして研究されてきた。これら

から共感性は被援助志向性だけでなく，援

助行動にも関連し，被援助者や援助者の両

者にとって重要なものであると考えられ

る。

本研究の意義は，女子大学生がカウンセ

リングを受けやすくする要因を明らかとす
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ることで，カウンセリングの利用率増加に

つなげる。また家族や友人ごとにソーシャ

ルサポートを分け被援助志向性の関連につ

いて研究したものは少なく，被援助志向性

と共感性に着目した量的な研究は新しい。

本研究により，女子大学生のメンタルヘル

ス向上とともに心身の問題の予防につなが

る。

本研究では一般女子大学生を対象にカウ

ンセリングへの被援助志向性と共感性，

ソーシャルサポートに関する質問紙調査を

行い，それぞれの関連について統計学的に

検討することを目的とする。

� 仮説

本研究では以下の仮説を立てる。

仮説１ 共感性が高いほど，一般的な被

援助志向性とカウンセラーへの被援助志向

性が高くなる。

仮説２ ソーシャルサポートが高いほ

ど，一般的な被援助志向性とカウンセラー

への被援助志向性が高くなる。

� 方法

１．対象者

関東圏内のA女子大学の学生４５１名に質

問紙を配布した。

２．質問紙内容

（a）フェイスシート，年齢やカウンセリ

ングを受けたことがあるかなど５項目。

（b）大学生用ソーシャルサポート尺度

（嶋，１９９２）；大学生用のソーシャルサ

ポートを測る１２項目，家族サポート・友人

サポートの２カテゴリーの合計２４項目。

（c）被援助志向性尺度（本田ら，２０１１）；

被援助志向性を測る１３項目，「被援助態度

に対する肯定的態度」と「被援助に対する

懸念や抵抗感」の二つの下位尺度があり，

家族・友人・カウンセラーの３カテゴリー

の合計３９項目。

（d）援助要請スタイル尺度（永井，

２０１３）；援助要請スタイルを測る１２項目，

「援助要請過剰型」「援助要請回避型」「援

助要請自立型」の３つの下位尺度からな

る。

（e）多次元共感性尺度（鈴木・木野，

２００８）；他者の心理状態に対する反応（共

感性）を測る２４項目，「被影響性」「他者指

向的反応」「想像性」「視点取得」「自己指

向反応」の５つの下位尺度からなる。

３．倫理的配慮

本研究は跡見学園女子大学文学部臨床心

理学科の倫理委員会にて承認された（受付

番号：１８００４）。

� 結果

１．対象者の背景

回答に不備のなかった４０８名（M＝

１８．７４，SD＝１．１８）を分析対象とした。対

象者の各尺度についてTable １に示した。

２．カウンセリング経験の有無によるχ２検

定分析結果

カウンセリング経験の有無で，ウンセリ

ング経験有り群（８６名）とカウンセリング

経験なし群（３１４名），よくわからないと答

えた者（８名）に分けた。

カウンセリング経験と家族や友人のカウ

ンセリング経験の関連について検討した。

その結果，カウンセリング経験と家族のカ

－ 169－



ウ ン セ リ ン グ 経 験 はχ２（４）＝６３．１９，p

＜．００１であった。残差分析を行った。その

結果５％水準でカウンセリング経験が有る

と家族のカウンセリングの経験が有ること

が多く，カウンセリング経験がないと家族

のカウンセリング経験もないことが多い

Table １ 対象者の各尺度の平均値，標準偏差，最小値，最大値

Table ２ カウンセリング経験と家族のカウンセリング経験のクロス表
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Table ３ カウンセリング経験と友人のカウンセリング経験のクロス表

（Table ２）。

また，カウンセリング経験と友人のカウ

ンセリング経験はχ２（４）＝３０．７４，p＜．００１

であった。残差分析を行った。その結果５％

水準でカウンセリング経験が有ると友人の

カウンセリング経験が有ることが多く，カ

ウンセリング経験がなければ友人のカウン

セリング経験もないことが多い（Table

３）。

３．カウンセリング経験の有無による重回

帰分析結果

カウンセリング経験の有無ごとに重回帰

分析を行った。その結果をTable ４，Table

５，Table ６，Table ７に示した。

（１）カウンセリング経験なし群の分析

カウンセリング経験なし群において一般

的な被援助志向性やカウンセラーへの被援

助志向性，家族への被援助志向性，友人へ

の被援助志向性に及ぼす影響を検討した。

その結果，一般的な被援助志向性の回帰

式は有意（p＜．００１）であり，R２＝．４６で

Table ４ カウンセリング経験の有無による一般的な被援助志向性の重回帰分析結果

一般的な被援助志向性

カウンセリング経験の有無
経験なし群
（n＝３１４）

経験有り群
（n＝８６）

家族サポート ．３１＊＊＊ ．４１＊＊＊

友人サポート ．１７＊＊＊ ．１６

援助要請過剰型 ．１１＊ ―．０７

援助要請回避型 ―．２５＊＊＊ ―．３６＊＊＊

援助要請自立型 ．０１ ．０９

被影響性 ．０４ ．０３

他者指向的反応 ．１３＊ ．２４＊

想像性 ―．１０＊ ．００

視点取得 ．０６ ―．０７

自己指向的反応 ―．０８ ―．０７

R２ ．４６＊＊＊ ．４８＊＊＊

＊p＜．０５，＊＊p＜．０１，＊＊＊p＜．００１
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Table ５ カウンセリング経験の有無によるカウンセラーへの被援助志向性の重回帰分析結果

カウンセラーへの被援助志向性

カウンセリング経験の有無
経験なし群
（n＝３１４）

経験有り群
（n＝８６）

家族サポート ―．０２ ―．０３

友人サポート ．０４ ―．１０

援助要請過剰型 ―．０５ ―．１１

援助要請回避型 ．０１ ―．３６＊＊

援助要請自立型 ―．０１ ．１２

被影響性 ―．０７ ．１０

他者指向的反応 ．１６＊ ．２７＊

想像性 ―．０１ ―．０１

視点取得 ．０２ ．０３

自己指向的反応 ．０３ ．０２

家族への被援助態度に対する肯定的態度 ．１２ ―．０１

家族への被援助に対する懸念や抵抗感の低さ ．２２＊＊ ．１６

友人への被援助態度に対する肯定的態度 ．２３＊＊＊ ．１０

友人への被援助に対する懸念や抵抗感の低さ ．１４ ．２２

R２ ．２８＊＊＊ ．３０＊＊＊

＊p＜．０５，＊＊p＜．０１，＊＊＊p＜．００１

Table ６ カウンセリング経験の有無による家族への被援助志向性の重回帰分析結果

家族への被援助志向性

カウンセリング経験の有無
経験なし群
（n＝３１４）

経験有り群
（n＝８６）

家族サポート ．４８＊＊＊ ．６１＊＊＊

友人サポート ―．１８＊＊＊ ．０４

援助要請過剰型 ．０１ ―．０２

援助要請回避型 ―．１４＊＊ ―．１４

援助要請自立型 ―．００ ．０２

被影響性 ．０５ ―．０７

他者指向的反応 ．０１ ―．０６

想像性 ．０７ ―．０２

視点取得 ．０１ ―．０６

自己指向的反応 ．０１ ．０９

友人への被援助態度に対する肯定的態度 ．１０＊ ．０９

友人への被援助に対する懸念や抵抗感の低さ ．３３＊＊＊ ．１４

カウンセラーへの被援助態度に対する肯定的態度 ．１２＊＊ ．００

カウンセラーへの被援助に対する懸念や抵抗感の低さ ．１３＊＊ ．１６

R２ ．５９＊＊＊ ．５５＊＊＊

＊p＜．０５，＊＊p＜．０１，＊＊＊p＜．００１
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あった。一般的な被援助志向性に対し，

「家族サポート」（β＝．３１，p＜．００１）・「友

人サポート」（β＝．１７，p＜．００１）・「援助

要請過剰型」（β＝．１１，p＜．０５）・「他者指

向的反応」（β＝．１３，p＜．０５）」は正の影

響を，「援助要請回避型」（β＝―．２５，p

＜．００１）・「想 像 性」（β＝―．１０，p＜．０５）

は負の影響を及ぼしていた（Table ４）。

カウンセラーへの被援助志向性の回帰式

は有意（p＜．００１）であり，R２＝．２８であ

った。カウンセラーへの被援助志向性に対

し て，「他 者 指 向 的 反 応」（β＝．１６，p

＜．０５）・「家族への被援助に対する懸念や

抵抗感の低さ」（β＝．２２，p＜．０１）・「友人

への被援助態度に対する肯定的態度」（β
＝．２３，p＜．００１）は正の影響を及ぼして

いた（Table ５）。

家族への被援助志向性の回帰式は有意

（p＜．００１）であり，R２＝．５９であった。家

族への被援助志向性に対し，「家族サポー

ト」（β＝．４８，p＜．００１）・「友人への被援

助態度に対する肯定的態度」（β＝．１０，p

＜．０５）・「友人への被援助に対する懸念や

抵抗感の低さ」（β＝．３３，p＜．００１）・「カ

ウンセラーへの被援助態度に対する肯定的

態度」（β＝．１２，p＜．０１）・「カウンセラー

への被援助に対する懸念や抵抗感の低さ」

（β＝．１３，p＜．０１）は正の影響を，「友人

サポート」（β＝―．１８，p＜．００１）・「援助要

請回避型」（β＝―．１４，p＜．０１）は負の影

響を及ぼしていた（Table ６）。

友人への被援助志向性の回帰式は有意

（p＜．００１）であり，R２＝．５８であった。友

人への被援助志向性に対して，「友人サ

ポート」（β＝．３３，p＜．００１）・「援助要請

過剰型」（β＝．１６，p＜．００１）・「家族への

Table ７ カウンセリング経験の有無による友人への被援助志向性の重回帰分析結果

友人への被援助志向性

カウンセリング経験の有無
経験なし群
（n＝３１４）

経験有り群
（n＝８６）

家族サポート ―．１５＊＊ ―．０３

友人サポート ．３３＊＊＊ ．２７＊＊

援助要請過剰型 ．１６＊＊＊ ．１２

援助要請回避型 ―．０８ ―．０８

援助要請自立型 ．０１ ．０３

被影響性 ．０５ ．０７

他者指向的反応 ．０２ ．２４

想像性 ―．１２＊＊ ―．０１

視点取得 ．０５ ―．０８

自己指向的反応 ―．１０＊ ―．１２

家族への被援助態度に対する肯定的態度 ．１２＊ ．０１

家族への被援助に対する懸念や抵抗感の低さ ．２９＊＊＊ ．２２＊

カウンセラーへの被援助態度に対する肯定的態度 ．０５ ．１６

カウンセラーへの被援助に対する懸念や抵抗感の低さ ．２５＊＊＊ ．１４

R２ ．５８＊＊＊ ．３９＊＊＊

＊p＜．０５，＊＊p＜．０１，＊＊＊p＜．００１
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被援助態度に対する肯定的態度」（β
＝．１２，p＜．０５）・「家族への被援助に対す

る懸念や抵 抗 感 の 低 さ」（β＝．２９，p

＜．００１）・「カウンセラーへの被援助態度に

対する懸念や抵抗感の低さ」（β＝．２５，p

＜．００１）は正の影響を，「家族サポート」

（β ＝―．１５，p＜．０１）・「想 像 性」（β ＝
―．１２，p＜．０１）・「自己指向的反応」（β＝
―．１０，p＜．０５）は負の影響を及ぼしてい

た（Table ７）。

（２）カウンセリング経験有り群の重回帰

分析結果

カウンセリング経験有り群において一般

的な被援助志向性やカウンセラーへの被援

助志向性，家族への被援助志向性，友人へ

の被援助志向性に及ぼす影響を検討した。

その結果，一般的な被援助志向性の回帰

式は有意（p＜．００１）であり，R２＝．４８で

あった。一般的な被援助志向性に対し，

「家族サポート」（β＝．４１，p＜．００１）・「他

者指向的反応」（β＝．２４，p＜．０５）は正の

影響を，「援助要請回避型」（β＝―．３６，p

＜．００１）は負の影響を及ぼしていた（Table

４）。

カウンセラーへの被援助志向性の回帰式

は有意（p＜．００１）であり，R２＝．３０であっ

た。カウンセラーへの被援助志向性に対し

て，「他者指向的反応」（β＝．２７，p＜．０５）

は正の影響を，「援助要請回避型」（β＝
―．３６，p＜．０１）は負の影響があった（Table

５）。

家族への被援助志向性の回帰式は有意

（p＜．００１）であり，R２＝．５５であった。

「家族サポート」（β＝．６１，p＜．００１）は正

の影響があった（Table ６）。

友人への被援助志向性の回帰式は有意

（p＜．００１）であり，R２＝．３９であった。

家族サポートe1

家族への被援助態度に対する
肯定的態度e2

他者指向的反応e3

視点取得e4

家族への被援助態度に
対する肯定的態度と家
族のソーシャルサポー

ト

援助行動に関わる共感性

他者への被援助態度に
対する肯定的態度

e6友人への被援助態度に対する肯定的態度

e7カウンセラーへの被援助態度に対する
肯定的態度

e5

.30***

.66**

.30***
.63***

.91***

.36**

.65***

1.06***

.51***

*p<.05, **p<.01, *** p<.001
図１ 被援助態度に対する肯定的態度のモデリング
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「友人サポート」（β＝．２７，p＜．０１）・「家

族への被援助に対する懸念や抵抗感の低

さ」（β＝．２２，p＜．０５）は正の影響があっ

た（Table ７）。

４．共分散構造分析結果

カウンセリング経験なし群において，被

援助志向性（被援助態度に対する肯定的態

度・被援助に対する懸念や抵抗感の低さ）

のモデリングを行った。その結果，被援助

態度に対する肯定的態度の適合度指標は

GFI＝．９９，NFI＝．９８，CFI＝．９９，RMSEA

＝．０３と適切な値を示し，このモデルを採

択した（図１）。

また，被援助に対する懸念や抵抗感の低

さの適合度指標GFI＝．９９，NFI＝．９８，

CFI＝．９８，RMSEA＝．０７と適切な値を示

し，このモデルを採択した（図２）。

� 考察

１．考察

カウンセリング経験と家族・友人のカウ

ンセリング経験の関連について検討した。

その結果，カウンセリング経験があると家

族・友人のカウンセリング経験もあること

が多いことが示された。これは水野・石隈

（１９９９）のレビュー研究で示されたよう

に，事前のメンタルヘルスサービスの接触

があるほど，援助を求めるからであると考

えられる。家族や友人にカウンセリング経

験があると事前のメンタルヘルスサービス

の接触となり，カウンセリングに赴くこと

への懸念や抵抗感が薄らぐこと，カウンセ

リングに対して肯定的にとらえることにつ

ながるのではないかと推察できる。

カウンセリング経験の有無ごとに重回帰

分析を行った。共感性はその下位尺度であ

る「他者指向的反応」が一般的な被援助志

.16***
家族への被援助に対する
懸念や抵抗感の低さと家
族のソーシャルサポート

e6友人への被援助に対する懸念や
抵抗感の低さ

e7カウンセラーへの被援助に対す
る懸念や抵抗感の低さ

e5

他者への被援助に対する
懸念や抵抗感の低さ

.76*

家族サポートe1

家族への被援助に対する懸念や
抵抗感の低さe2

.46***

1.01***

.82**

.71**

他者指向的反応e3

視点取得e4

援助行動に関わる共感性

*p<.05, ** p<.01, *** p<.001

.22**

.79***

.67***
.21**

図２ 被援助に対する懸念や抵抗感の低さのモデリング
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向性とカウンセラーへの被援助志向性に正

の影響することが明らかとなった。「他者

指向的反応」には，「悲しんでいる人を見

ると，なぐさめてあげたくなる。」など援

助行動に関わる共感性であることから他者

に対して援助したいと考える人ほど周囲に

援助を求めることに肯定的になり，懸念や

抵抗感も低くなると考えられる。したがっ

て，共感性の援助行動に関わるものが高め

ることが被援助志向性を高めるために重要

かもしれない。そして，ソーシャルサポー

トは一般的な被援助志向性に影響するが，

カウンセラーへの被援助志向性の影響は確

認できなかった。加えて，家族サポートが

家族への被援助志向性，友人サポートが友

人への被援助志向性に正の影響があること

が明らかとなった。

また，カウンセリング経験なし群におい

て家族・友人への被援助志向性がカウンセ

ラーへの被援助志向性に影響があった。つ

まり，家族サポートは家族への被援助志向

性からカウンセラーへの被援助志向性に影

響する。友人サポートは友人への被援助志

向性からカウンセラーへの被援助志向性に

影響する。したがって，家族・友人のサ

ポートはカウンセラーへの被援助志向性に

は直接影響しないが，家族・友人への被援

助志向性から間接的に影響するのかもしれ

ない。さらに，カウンセリング経験なし群

において，友人サポートが家族への被援助

志向性，家族サポートが友人への被援助志

向性に負の影響があった。これは，ソーシ

ャルサポートと家族・友人への被援助志向

性は相補的な関係にある可能性があること

を示しているかもしれない。つまり，家族

サポートが不十分であったときは友人サ

ポートを充実させ，友人への被援助志向性

が高くなり，友人サポートが不十分であっ

たときは家族サポートを充実させ，家族へ

の被援助志向性が高くなると考えられる。

共分散構造分析から家族への被援助志向

性と家族サポートが友人・カウンセラーへ

の被援助志向性へ，援助行動に関わる共感

性が被援助志向性を促進するモデルを提唱

し，結果が得られた。これから，家族への

被援助志向性と家族サポートが，援助を求

めることの基盤となり，第三者である友人

やカウンセラーへの被援助志向性に影響す

ると言える。また，共感性は援助行動に関

わる，「他者指向的反応」と「視点取得」

が影響し，他者に共感して援助行動をとる

人ほど，他者を頼り援助を求めるようにな

ると考えられる。

高木（１９９７）は援助行動と被援助行動の

肯定的・否定的な評価がその後の援助行動

や被援助行動に影響を及ぼすと述べてい

る。つまり，援助行動と被援助行動は相補

的な関係があるのではないだろうか。既知

のように，援助行動はソーシャルスキルや

共感性などの健康的な部分が必要であり，

同様にこれらが被援助行動や被援助志向性

を持つためのポイントになるのではないだ

ろうか。加えて，カウンセリングにつなが

らない者はソーシャルサポートや共感性が

低く，被援助志向性の基礎である家族の被

援助志向性も欠如している可能性がある。

そのため，補完させる働きかけが必要とな

る。例えばD’Zurilla & Nezu（１９９５）は「援

助要請が不得意な生徒に対して社会的問題

解決訓練がよい」と述べており，副次的に

学校適応にも効果があると言われる（佐

藤，２００５）。そして，ソーシャルサポート
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を高めるために言語的援助要請スキルを高

めることが重要である（阿部ら，２００６）。

言語的援助要請スキルを高めるためのソー

シャルスキルトレーニングがあり，それら

を行うことも有用である。学生にこのよう

な働きかけをすることが被援助志向性を高

めることになり，副次的に学業達成やウェ

ルビーイングに良く，予防につながるため

重要ではないだろうか。

２．仮説の検証

本研究では以下の仮説を立てた。

仮説１ 共感性が高いほど，一般的な被

援助志向性とカウンセラーへの被援助志向

性が高くなる。

仮説２ ソーシャルサポートが高いほ

ど，一般的な被援助志向性とカウンセラー

への被援助志向性が高くなる。

仮説１は，重回帰分析から共感性の下位

尺度である「他者指向的反応」が一般的な

被援助志向性とカウンセラーへの被援助志

向性に正の影響を与えた。さらに共分散構

造分析から，「他者指向的反応」と「視点

取得」がカウンセラーへの被援助志向性に

影響することが明らかになった。これから

仮説の一部が支持された。

仮説２では，重回帰分析からソーシャル

サポートが一般的な被援助志向性に正の影

響を与えた。共分散構造分析からソーシャ

ルサポートの一つである家族サポートがカ

ウンセラーへの被援助志向性に影響するこ

とが明らかになった。これから仮説の一部

が支持された。

� 総合考察

共感性とソーシャルサポートが一般的な

被援助志向性を高める。さらに家族サポー

トは家族への被援助志向性に，友人サポー

トは友人への被援助志向性を高める。被援

助志向性の中では，家族・友人への被援助

志向性がカウンセラーへの被援助志向性を

高めることが分かった。

上記の結果を踏まえて，共感性が家族・

友人・カウンセラーへの被援助志向性を促

進し，家族サポートと家族への被援助志向

性がカウンセラーへの被援助志向性を高め

るモデルを提案した。先行研究において，

専門家に援助要請した者はしなかったもの

より援助資源が少ないということ（水野・

石隈，１９９９）やソーシャルサポートがカウ

ンセラーへの被援助志向性を高めること

（Starzynski et al.,２００７；水野，２０１７）が指

摘されている。本研究の結果からは，家族

サポートと家族への被援助志向性がカウン

セラーへの被援助志向性を高めることが示

された。また，他者に対する同情や配慮を

測定する「他者指向的反応」や，自発的に

他者の心理観点をとろうとする傾向を測定

する「視点取得」などの共感性の下位尺度

も正の影響を与えていた。これらは援助行

動に関わるものであり，援助行動と被援助

行動に何らかの関係があることを示唆して

いると考えられる。

� 研究の限界と今後の展望

本研究では，援助行動に関わる共感性と

家族サポートと家族への被援助志向性が基

盤となり，その他の被援助志向性に影響す

ることが明らかになった。これによって，

サポーティブな環境が重要であることも明

らかになった。家族のサポートや家族への

被援助志向性が多くの人が抱える基盤的な
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環境であるが，必ずしも代替できないもの

ではないため学校や福祉施設などにおいて

サポーティブな環境を提供することもよい

のではないかと考えられる。

しかし，本研究の対象者は女子大生であ

り，被援助志向性，共感性，ソーシャルサ

ポートの関係を明らかとするために男女と

もに幅広い年齢を標本として検証する必要

がある。また，カウンセリング経験有り群

はカウンセリング経験なし群と異なり標本

数が小さかった。そのため，カウンセリン

グ経験について同程度の標本を検証する必

要がある。
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